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このコーナーは、インターネットピープルの皆さんが作るページです。話題のインターネットピープル、ネットワークのこぼ

れ話、読者のサーフィン情報など、読者のみなさんの投稿と編集部が日頃の取材で集めたネタから旬の話題を

提供します。たくさんの人の参加をお願いします。 Let’s Access！！

編　集　部

●最近、インターネットによる就職活動

が活発化していますが、私の会社でも試

行錯誤をしながら、インターネットによ

る採用業務に力を入れはじめました。そ

んな中で、今年の新入社員から大学での

インターネット活用について聞いてみた

ところ、大学によって学生の使用条件が

かなり違うことを改めて知りました。あ

る大学では自由に大学のパソコンを使う

ことができるのに、ある大学ではパソコ

ンの置いてある教室には鍵がかかってい

て、週に一度ぐらいしか触れないとのこ

とでした。この就職氷河期と言われる時

期、もっとも有効な手段であるインター

ネットを自由に活用できない大学は、い

ったい何を考えているのでしょうか？

（Masaharu Matsumoto）

Shout ing ! 今月の高座

●インターネットを採用活動に利用している企業も

多くなりました。また、就職・求職情報を提供い

るWWWサービスも、インターネット就職倶楽部

jhttp://www.symphonic.co.jp/ipclub/index.

html）、キャリアインデックス（j http://www.

careerindex.or.jp）、リクルートブック（jhttp:

//job.recruit.co.jp/RB/）などいろいろあります。

しかし、学生がインターネットを使えないのでは一

方通行ですね。Matsumotoさんの意見とは逆に、

システムは整っても学生自身が使おうとしないとい

う意見が寄せられています。みなさんの周りではど

うでしょうか。

●私の学校では必修でコンピュータを勉強さ

せています。1年生のときにクラスを指定して

受講させているのですが、大半の学生が単位を

取得して授業を終えるとほとんど使おうとして

いない状況です。すべての学生がメールアドレ

スを持っているので電子メールなどを使ってほ

しいのですが、あまり見かけないのが現状です。

他の大学ではメールで連絡を取り合っていると

いう状況なのに。とてもうらやましいです。

（Masaki Tochigi）

某国立大学院生
さんの意見
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●Shouting！

・声を大にして言いたいこと

●Chatting！

・あなたのインターネット体験記

●読者が作るイエローページ

・お気に入りのWWW情報

・あなたのホームページのPR

●その他新企画へ向けて以下のテーマの投

稿を歓迎しています。

（1）猫も杓子もインターネット

ブームゆえに、何でも強引にインターネッ

トに結びつける世の中になりました。「え？

インターネットが使えるサウナ？マジかよ

ぉー」といった、なぜ、これがインターネッ

トと結びつくのかとあなたが感じたものを

レポートして送ってください。

（2）インターネットニュービジネスのアイデア

インターネットでこんなもの売ったらどう

か、こんなビジネスをインターネットでや

りたいんだけど･･･と思ったら、企画書を

書いて送ってください。専門家の意見を聞

いて実現できるかどうか考えます。

宛先メールトアドレスは

ip-box@impress.co.jp

●投稿の際のお願い
インターネットポイントは終了しました。

ダイレクトプラスの会員番号を書いてくだ

さい。

投稿していただいた方には、以前の「イン

ターネットポイント」に代わり、「ダイレク

トプラス」を発行しています。ダイレクト

プラスをためるには、まず、インプレスダ

イレクトに会員登録をして会員番号を取

得する必要があります。方法は366ページ

に掲載してありますのでご覧ください。

投稿文には必ずダイレクトプラスの会員番

号を入れてお送りください。5月13日以

降、以前のシステムのとおり

#IPID:あなたのメールアドレス

を書いて投稿された方には、ダイレクトプ

ラスを発行できていません。心当たりの方

は、お手数ですが、再度メールで

ip-box@impress.co.jp

にご連絡ください。個別に対応します。

● 投 稿 大 募 集 ●

●インターネットを始めて3週間ほやほやの初

心者です。始めるまでは、いろいろな雑誌を

読みあさり、私にもできるか心配でしたが、始

めてみると習うより慣れろでそれなりにインタ

ーネットしています。決して簡単とはいいませ

んが、まだ始めるのに躊躇している方は思い

きって始めてみるべきです。自分の世界が広

がると思います。ただ、始めるまでは1か月に

4時間もつなげば十分と思っていたのですが、

始めてみると4時間どころかすでに10時間、課

金と電話代が心配です。やはり、月定額料金

制のプロバイダーにすればよかったと少し後悔

しています。 （T.Kaizo）

●現在、当社では社内メールなどのシステム

をロータスノーツで構築しているのですが、そ

のメールアドレスを持っているのは部長と一部

の課長だけ。我々にアドレスを頂けるのはい

つのことか？最近、名刺にメールアドレスを

印刷している人が多いが、当社の計画では1年

以上先にならないとそのようなシステムにはな

らないようだ。それではいけないとビジネスア

カウントでもとってメールアドレスを持ちたい

と提案したところ、メールアドレスを持つ必要

性および効果を文書にして提出せよと宣う。

対外的に恥ずかしいので、個人のメールアド

レスを名刺に印刷している。

（某AV機器メーカー 森口）

●某小売店でシステムを担当しています。イ

ンターネットやパソコンが新聞に載らない日が

ないというのに、大半の人がいまだに手書き

の企画書や電卓での集計をしているのを見る

と、無性に空しくなってしまいます。一体い

つまでこのような状況が続くのでしょうか？パ

ソコンもWindowsによってかなり使いやすく

なっても、「触ってこわしたら大変だ」という

意識がまだまだ根強く残っているようです。し

かしそういう人に携帯電話を与えると、うれ

しそうにそして自慢げに使っています。う～

ん、もう少し時間がかかるかなぁ？（匿名希望）

●インターネットワールドエキスポのパブリック

アクセスポイントに行ってきました。確かにネッ

トワークは非常に速く快適なはずなのですが、

どうも今一つ。理由はメモリーが足りないた

めです。最近のJavaやShockwaveをふんだん

に使ったホームページを見るには16Mバイトで

は不足です。もっとメモリーをいっぱいつんだ

マシンを置いてほしいですね。ちなみにVRML

まで使おうとすると、どれだけメモリーがあれ

ばいいんでしょうね。私の32Mバイト搭載マ

シンでも、NTTミュージアムの高精細なほう

のVRMLを開こうとすると、スワップが200M

バイトくらいまで膨らみます。 （橘　大志）
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INTERVIEW
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宇都宮に結婚式の披露宴をCU-SeeMeで

中継したご夫妻がいるという。インターネッ

トでホームページを公開しているくらいなら

それほど珍しくもなくなってきたが、CU-

SeeMeでの披露宴中継はおそらく日本初、

もしかしたら世界初の試みかもしれない。会

場にはマイクロソフト会長のビル・ゲイツ氏

からの祝電も届いたという。ひょっとしたら

知り合ったのもインターネットなのだろうか。

インターネットに生中継されたCU-SeeMe

披露宴の一部始終と宇都宮のインターネッ

ト事情をお伺いしようと東北新幹線で宇都

宮まで出かけた。

Q：そもそもどんなきっかけでCU-SeeMe

で披露宴を生中継しようと考えたんですか。

真樹：僕の勤めている計測技研の副社長

のAndrew A.Kirkは、アメリカの事業所にい

るんですが、結婚式だけのために日本には

来れないと言うので、CU-SeeMeで向こう

から祝辞をもらってこちらの状況も送ろう

というのがそもそもの始まりです。ほかに

もアメリカの友達や日本の知り合いでも都

合で出席できない人がいますから、そうい

う人にも参加してもらえたらということで

す。結局副社長は来日してくれましたけど。

Q：ホテルでCU-SeeMeをやるというのは

けっこう大変だったんじゃないですか。

真樹：会場の宇都宮グランドホテルはロビ

ーのコーヒーショップにインターネット体

験コーナーがあって、ISDNが引いてある

んです。そこのゲストブックに「もし私が

挙式するときには何か一緒にやりましょう」

と書いたりしていたんですが、そこのISDN

回線を披露宴会場まで引いてもらってマッ

キントッシュやTAを持ち込んでダイアルア

ップでつないで、リフレクターは会社のサ

ーバーでと考えていました。

Q：ということは，機材の設定にはそれほ

ど苦労しなかったんですね。

真樹：いや、それが大変でした。NTTの

方に会場までISDNを引いてDSUを準備し

てくださいとお願いしたはずだったんです

が、前日に2人で会場に来てみたら、なぜ

か普通のモジュラージャックが1本来てい

るだけ。どうしてそうなったか、いまだに

わからないんですが、とにかく何とかしな

ければいけない。ホテルの回線は全部PBX

を通っていて使えないので、事務所のファ

ックス用の回線から電話線を50メートルく

らい引いて、家からモデムを持ってきて、

前日の夜9時くらいにようやく準備が終わ

りました。

Q：当日会場ではどうでしたか。

真樹：CU-SeeMeといっても、当日会場

からは一方通行で放送のように流すだけだ

ったんです。最初は会場のスポットライト

の電源と共有していたので、ライトが明る

くなると電圧が不安定になって，マッキン

トッシュにリスタートがかかちゃうんです。

会場のマックは壁のほうに向けて置いてい

ましたが、壁が明るくなってくると急に画

面が暗くなって、立ち上がるときの音がし

てくる。急きょ電源の場所を変えてもらい

ましたが、いろいろ大変でしたね。

Q：CU-SeeMeで見た人の評判はどうでし

たか。

真樹：実は、そのあと新婚旅行に行って、

帰ってきてからまだ3日くらいしかたってい

ないので、20人くらいは見るよと言ってい

ましたけど、誰が見ていたのかわからない

んですよ。副社長の奥さんはアメリカで見

ていたという話は聞きました。

Q：お二人ともインターネットのメールアド

レスを持っていますが、知り合ったのはネッ

トワークでですか。

CU-SeeMeで結婚披露宴を生中継した
増田真樹・美保夫妻

あの人に会いたい！

▲真樹さん24歳、美保さん26歳

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



真樹：私がパソコンショップのスタッフをや

っていたときに、お客さんとして来たんです。

美保：そのときはパソコンスクールのイン

ストラクターをやっていたんです。パソコ

ン通信は20歳のときから6年くらいやって

いました。インターネットに興味はあったん

ですけど、主人のお店で見たのが初めてで

すね。こういうものか、面白いなと思って。

Q：美保さんのパソコン歴を教えてください。

美保：大学のとき西洋美術史を専攻して

いて、博物館の学芸員になりたかったんで

す。ゼミの資料を作るのにパソコンを使う

ようになったんですけど、元々は小学校6

年生のときに工業高校の教師だった父が

PC-9801VXを買って、中学のときは一太郎

とかゲームをやっていました。卒業して地

元に戻って博物館に勤めたら周りがみんな

マックで、それまではDOSしか知らなかっ

たんだけど、そのときマッキントッシュって

素晴らしいと思いました。

Q：真樹さんはいつ頃からパソコンを始めた

んですか。

真樹：パソコンは小学校2年生からです。

親戚の叔父さんがコンピュータが好きで、

TK-80を組み立てたりしていて、そのあと

MZ-80K2をその叔父さんが貸してくれて、

それですっかりはまったんです。ゲームの

リストを見ながら改造したりしていました。

母に言わせると、朝8時に起きて電源を入

れてから日が暮れるまでやっていたそうで

す。4年生の頃に病気になるといって取り

上げられたんですが、小学6年の頃にPC-

8801markⅡを初めて買ってもらって、中

学のときは秋葉原にゲームのプログラムを

売りに行ったりしていました。

Q：マッキントッシュはいつ頃からですか。

真樹：パソコンを取り上げられた間も、日

曜日には計測技研のショップに行って朝か

らデモ機の前に座っていたんです。マック

は出た当時からそこに置いてあって、ずっ

とほしいと思っていました。でも、高校時

代から大学の後半まで、パソコンにはほと

んど触りませんでした。マックはずっとほ

しかったけど、LC系が出てきてようやく買

えるようになりました。

Q：それから計測技研に入社したんですね。

真樹：マッキントッシュでハイパーカードス

タックのプログラムを書いていて、雑誌に原

稿を書いたりもしていたので、そっちの方

向に進もうかなとも思っていたんです。そ

うしたら、計測技研がマンボLCというに

LC液晶を付けた製品を出して、こういう発

想のできる会社に入るのもいいなと思った

んです。昔からお世話になっていましたし。

Q：計測技研ではどんな仕事をしているん

ですか。

真樹：マーケティングの仕事で、インタネ

ット関係の仕事もやっています。コンテン

ツの作成とか、ドメインの取得、レンタル

サーバーとか。会社としては、インターネ

ットカフェを開いたり、インターネットには

以前から力を入れています。94年の暮れ

には「クリスマスパーティ・インターネット

ライブ」というのを開いて、会場に5台く

らい端末を並べてインターネットの無料体

験をやりました。栃木県はシャープとか本

田技研とか東芝とかメーカーの研究所が多

くて、うちのショップのお客さんでもあるん

です。そのユーザーグループの人たちを集

めてイベントを開いたんです。

Q：当時としては画期的な試みですね。

真樹：半年くらいして、95年6月にはデパ

ートのフロアの一角を借りて、17台端末を

置いて「インタネットライブ95」というの

を開きました。全然予想していなかったん

ですが、5時間で400人くらいの人が来て

くれました。それから、10月にベッコアメ

が宇都宮に初めて回線を開き、今は宇都

宮だけでプロバイダーが13ありますよ。

Q：conditional flagSというホームページ

もやっていますね。

真樹：これは会社と関係なく、個人で始

めたページです。ドメインを取得して96年

の3月頃にオープンしました。まだ具体的

にどういうことをやるかはまとまってはい

ないのですが、インターネットはコミュニ

ケーションの道具として面白いと思ってい

るので、それを提唱していろんなことので

きる場にしたいと思っています。僕自身は

アート系のことに興味があるので、CG作

品などのギャラリーを作ったりもしていま

す。参加する人も増えてきたので、これか

らはコラボレーションアートとかインター

ネットを使った交流をいろいろやっていき

たいですね。まだスタートしたばかりです

から、興味を持った人にはぜひ集まってほ

しいです。

Q：他にはインターネットでどんなことをや

ろうと考えていますか。

OCNがスタートして専用線が自宅に引け

るようになったら、玄関のドアのところに

カメラをつけて、来客者に会社にいるとき

でも応対できるようにしてみたいですね。

披露宴のCU-SeeMeもそうでしたけど、イ

ンターネットはいろんなことができるので、

これからやれそうなことは何でもやってみた

いです。昔はプログラムも組んでいたので、

Javaも使ってみようかなと思っています。

（取材・文=鈴木康之）
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みんなでみんなをお祝いしよう

j http://www.kinokino.com/birthday.html

みんなの誕生日を登録してみんなでお祝い

をしています。同じ誕生日の人を見つけると、

ついうれしくなってしまいます。登録目標は200

万人で、ギネスに挑戦するそうです。みんなで

登録してHappy Birthdayを迎えましょう。

（田中　拓）

映画のセリフが聞けるサイト

j http://www.moviesounds.com/

さまざまな映画のサウンド（主に台詞）を集

めたページです。サウンドデータごとの台詞が

表示されていて、英語の勉強にもいいかも。デ

ータのすべてがこのサーバーにあるわけではな

く、他のページのサウンドへリンクしているも

のも多数あるようです。お気に入りの映画のワ

ンシーンが頭に浮かんできて、「そうか、英語

ではこんな台詞だったんだ」と感心してしまい

ました。 （Bear）

不思議な魅力のゴミバケツ

j http://www.coara.or.jp/

̃ monimoni/my.html

つい1年前までパソコンに触れたこともなか

ったという作者。ゆえに優越感に浸ることがで

きるそうだが、ゴミバケツという名前もユニー

クで、デザインもなかなかです。私自身、2年近

くパソコンに触っているのにタグのタの字も知

らないとはちょっと恥ずかしくなってきた。（joy）

老舗のインターネットカフェ？

j http://www.inoda-coffee.co.jp/

昨今はどこでもインターネット流行でインタ

インターネットサーフィンはとにかく目が疲

れます。とくに深夜までサーフィンした夜は目

がギラギラして、よく眠れません。そして、翌

朝まで疲れが残ることがあります。こんなとき

の目の健康のために、Javaで視力検査表を作

りました。 （市川徹）

出会いのページへのリンク

j http://www.bekkoame.or.jp/
̃ ryuta/index.htm

最近、出会いに関するホームページが増え

てきています。しかし、実際に探すとなると、

すぐには探しきれないものです。そんなめんど

くさがり屋のあなたに代わって国内、海外の出

会いに関するホームページを解説つきで大量に

まとめてみました。リストは随時追加してるので、

新しい出会いを求めている人はときどき立ち寄

ってみてください。イベントも企画中です。

（Ryuta Suhara）
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NetSur f ing !
タメになる、タメにはならないがハマる、心温まる、和む、オタクだ、エッチだ、

とにかく好きだ････あなただけの解釈にもとづくクールサイトの情報待っています。

▲kinokino online

ーネットカフェも雨後の筍のようにできていま

すが、日本のインターネットカフェといえば、

元はパソコン教室に専用線を引いてコーヒー

も飲めなくもない、程度の店がほとんどのよう

です。さて、京都の老舗のコーヒー店であるイ

ノダコーヒーがなんと流行のインターネットカ

フェに手を出していることに本日気づきまし

た。河原町四条上ルのヨッチャンビルの地下に

あるイノダコーヒー河原町北支店が模様替え

もせずにInternet Cafe "Link:I" になっていま

す。老舗の内装の喫茶店の中にコンパックが7

台並んでいるという一種異様な風景が見られ

ます。このように本当のコーヒー専門店が手を

出しているのは珍しいのではないでしょうか？

ホームページもあります。 （吉田一雄）

やっぱりプレゼントリンク

j http://www.mmt.co.jp/html/ppp/ppp.html

某新聞の人気投票で上位を独占したよう

に、プレゼント紹介へのリンクページは大人気

ですが、有名サイト「とくとくページ」に優る

とも劣らぬ情報源を見つけました。日にち別

一覧、〆切別一覧と使い勝手もなかなかです。

はがきによる投稿ものも含まれていますが、す

ぐに判別できるので安心？です。

（Makoto MORIKAWA）

●今月の自薦サイト

あなたが作ったホームページや親兄弟親戚が運営

するサイトが自慢できるならここでPRしてくださ

い。掲載分には20,000プラス発行します。

Javaの視力検査表を作りました

j http://www.zzz.or.jp/ichikawa/

読者が作るイエローページ

40,000
プラス

40,000
プラス

40,000
プラス

40,000
プラス

40,000
プラス

20,000
プラス

20,000
プラス
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●日本の防衛のために自衛隊があるのではな

かろうか。別に雪祭りのためにいるのではない。

第一、在日米軍が日本のために何を具体的に

してくれたか。私は知らない。周辺の国ににらみ

をきかせ、日本を守るためにいるというのなら、

私は自衛隊の増強により、自衛隊がその役目

を果たしてもかまわないと思う。しょせん、米軍

は「世界の平和はアメリカが守る」というアメリ

カの自己満足のために駐留しているのであるか

ら、無理にいてもらう必要はない。帰ってもら

おう。どうしてもいたいというのなら、日本の

ためになんて言わないで駐留してほしい。もち

ろんかかる予算はアメリカが全額出すのだ。

（大学生、23歳）

●日本人は憲法9条について真剣に考えるのが

めんどくさいから在日米軍に頼っているという

気がしてならない。本気で戦力の放棄を守るの

なら、いざとなったら国を失っても仕方がない

というぐらいの覚悟でいるべきである。逆に、

やはり現在の国際情勢では戦力の完全な放棄

は不可能であるというのなら、それなりの金と

犠牲を費やしてでも自前の軍隊を組織すべき

である。私は、現実的に考えれば、日本はより

自前の軍事力を増強して、アメリカに頼らない

防衛政策を採るべきであると思う。アメリカに

防衛を頼むことは、主権国家として問題であ

り、また国際社会において独自の主張ができな

くなる可能性が高いだろう。（23歳、大学院生）

●誰のための、何のための米軍基地なのかが

明確でない。また、地域住民の合意を得られ

ていない（少なくとも住民投票で3分の2以上

の賛同が必要では？）米軍基地のために日本

の税金を使うのはおかしい。

（26歳、大学職員）

●第三国と米軍の間で戦争または紛争が発生

した場合、日本も攻撃されてしまうのではない

かと心配です。 （31歳、公務員）

●一方的な日米安保は今後は存続しなくなる

と思います｡日本ももう少し大人になって依存

的な安保から脱却したほうがいいと思います｡

その上で日米のアジアにおける基本的プレゼン

スを展開するべきでしょう｡またアジアの人にと

って日米の安保は過去の日本の過ちを繰り返

さない重要なものと考えられています。ただし、

自国の防衛を一方的に米国に依存するのは筋

違いではないでしょうか｡アジアの人たちに脅威

を与えずに､自国をどのようにして防衛するか

もっと真剣に考える時がきているのではないで

しょうか｡（45歳、開業医）
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●日本人は在日米軍が何の役に立っているか

具体的に見ていないのでただ無駄な金を使っ

ていると考えてしまうが、世界規模での軍事的

なバランスというのはある意味で平和を保つた

めには必要であると思う。日本は自分ではほと

んど何もせずにそれをアメリカに依存している

わけだから、負担するのは当然のことである。

今、焦点となっている沖縄への集中的な負担

や駐留米軍の規模、在日米軍による犯罪など

についてはもちろん泣き寝入りすることはなく、

断固とした態度を示すべきであると思うが、日

本の防衛という意味ではその存在は今のとこ

ろ必要なのではないだろうか。（27歳、会社員）

●在日米軍を撤廃するとなると自衛隊を増強

しなければならない。日本の軍備拡大を防ぐ

意味で、米軍の存在意義はある。ただし、基

地が沖縄に片寄っているという点は是正しな

ければならない。沖縄に押しつけるのではなく

他の自治体が基地を受け入れるべきだ。

（19歳、大学生）

●変な話だが、今の日本は外圧がなければ迷

走してしまう。米軍も一種の外圧ではないか？

（会社役員、40歳）

●朝鮮半島や中国やロシアは、日本人が考え

ている以上に民族として日本に悪意をいだい

ています。現在でも毎日領域侵犯が行われて

いる現実はあまり知らされていません。彼らに

とっての仮想敵国は日本なのです。歴史が示

す事実として、防衛力なき国々は度々侵略の

対象となっています。現在、自衛隊の戦力が限

定されている以上、当然、米軍の戦力に依存す

べき現実は致し方ないと思います。

（33歳、会社役員）

●将来にわたってアジア諸国に対する日本の

軍事力強化を懸念させないためにも必要と思

う。また、世界情勢を見ても軍備縮小の傾向

にあり日本だけが軍備力の拡張を行う必要は

ない。アメリカなどの既存の軍事力を含めた検

討が必要。 （30歳、ソフトウェア技術者）

●もし、米国とうまく交渉できて米軍が日本

から撤退することになったら、日本が自衛隊

を強化しなければならないと考えるのが普通で、

それは現在の日本人の意識やアジア諸国の反

応から不可能だと思う。かといって自衛力増

強なしの米軍撤退は外交が難しくなるだけで

まったく現実的ではないと思う。確かに米軍

が駐留することのマイナスはあると思うが、そ

の他の選択は現時点では難しいように思う。

（34歳、無職）

NO
54％

YES
45％

無効票
1％

T h i n k i n g !
インターネットマガジン世論調査

jhttp://home.impress.co.jp/magazine/inetmag/yes-no/

5月の結果報告

在日米軍は必要だと思いますか？
Yes 必要。日本の防衛のために存在意義がある。
No 米軍基地は不要。撤廃すべきだ。

WWWサーバーで実施している世論調査に寄せられた意見から、一部を紹介します。この
ほかの意見はインターネットでご覧ください。

YESの意見から

NOの意見から
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